
〔
史
料
紹
介
〕

弘
前
藩

「
御
絵
図
目
録
」

の
発
見
と
そ
の
意
義

絵
図
は
さ
ま
ざ
ま
な
蝶
求
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
る
が
、
そ
の
科
用
と
保
管
の
仕

方
に
つ
い
て
、

一
定
の
パ
タ

i
ン
と
い
う
も
の
は
な
い
。
給
関
が
後
世
に
「
残
さ
れ

る
」
か
吋
残
さ
れ
な
い
」
か
は
全
く
当
事
者
の
意
思
し
だ
い
で
あ
り
、
個
々
の
意
識

援
が
如
実
に
現
れ
る
事
象
だ
と
言
え
る
。

近
世
に
お
い
て
、

公
権
力
の
匙
要
か
ら
作
成
さ
れ
た
絵
図
は
、
こ
の
吋
残
さ
れ

る
」
ベ
き
絵
留
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
そ
の
例
と
し
て
、
幕
府
の
発
令
に
係
る
盟

絵
図
、
藩
持
瓦
の
交
捗
の
中
で
策
定
さ
れ
る
境
界
絵
図
、
軍
事
務
衛
上
の
資
料
た
る

陣
腫
・
砲
台
絵
図
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
当
時
に
お
い
て
も
高
度
な

行
設
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
、

-
議
政
上
の
記
録
に
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。

た
だ
し
弘
前
審
の
場
合
、
絵
留
の
制
作
年
代
や
制
作
方
法
に
触
れ
た
一
次
史
料
に

乏
し
く
、
そ
の
成
立
過
粧
や
残
存
状
況
に
関
す
る
研
究
は
深
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

一
九
五

0
年
代
後
半
、
羽
賀
与
七
郎
氏
は
、
「
弘
前
滞
庁
日
記
」
(
榔
国
日
記
〉
を
軸

と
し
て
、
弘
前
線
の
元
禄
国
絵
図
・
事
保
日
本
函
・
天
謀
語
絵
臨
北
つ
い
て
史
料
紹

介
と
考
察
を
行
っ
た
が
、
そ
の
後
、
氏
の
関
心
が
専
ら
瀦
量
術
史
の
解
明
に
移
っ
て

い
っ
た
こ
と
も
あ
れ
ノ
、
絵
闘
が
務
教
の
中
で
果
た
し
た
役
割
の
分
析
広
ま
で
踏
み
込

ま
な
か
っ
た
点
が
惜
し
ま
れ
る
。
給
関
の
残
存
状
況
や
数
撤
に
つ
い
て
の
情
報
が
不

足
し
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

脊
森
県
立
郷
土
館
で
特
別
麗
『
掻
か

本

回

伸

れ
た
青
森
』
が
開
鑑
さ
れ
、
問
館
歴
史
分
野
は
よ
る
近
世
海
岸
絵
図
調
査
が
始
ま
る

な
ど
〈
平
成
十
年
度
か
ら
の
蕊
カ
年
計
画
〉
、
絵
毘
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
基
礎
ヂ

i
タ
の
集
積
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
他
に
も
響
森
巣
史
躍
さ
ん
窓
に
よ
る
一
連
の
絵
顕

調
査
や
、
富
絵
図
研
究
金
に
よ
る
国
絵
図
所
在
調
査
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
。
菌
高

に
掛
か
れ
た
事
象
を
正
確
に
読
み
と
る
こ
と
は
絵
悶
耕
究
の
最
も
有
効
令
方
法
に
は
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違
い
な
い
が
、
現
在
は
こ
れ
に
加
え
て
、
よ
り
多
く
の
関
係
資
料
を
収
集
し
、
制
作

践
的
や
そ
の
後
の
利
舟
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
学
際
的
な
課
題
と
な
っ
て

き
て
い
る
。

本
舗
で
採
り
上
げ
る
「
御
絵
関
目
最
」
(
以
下
吋
間
銀
」
と
略
記
す
る
〉
は
、
こ

れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
新
史
料
で
あ
る
。
国
一
克
で
絵
関
改
め
を
行
っ
た
際

ι

体
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
弘
前
審
の
地
理
行
敦
・
絵
図
管
理
の
一
端
を
知
る

上
で
、
多
く
の
構
報
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
「
関
録
い
に
記
載
さ
れ
え
絵
図
の
多
く

は
津
轄
家
文
欝
〈
弘
前
市
立
関
番
館
及
び
国
文
学
研
究
資
料
蕗
史
料
館
臆
〉
中
記
現

存
し
、
絵
認
の
表
題
〈
史
料
名
)
な
ど
に
若
干
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ

の
館
議
品
目
録
と
照
会
・
比
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

表
紙
北
は
コ
克
議
十
六
喪
来
年
一
一
一
丹
七
日
改
之
」
ぷ
品
、
氷
七
庚
寅
年
十
見
廿
八
割
」

の
書
き
入
れ
が
島
る
。
一
元
禄
九
年
〈

六
九
六
〉
十
一
月
、
幕
白
剤
泣
正
保
度
以
来
約



五
十
年
ぶ
り
ζ
国
絵
閣
の
改
訂
を
発
令
し
(
先
株
間
絵
図
。
以
下

記
す
る
て
弘
前
藩
は
元
禄
十
器
部
十
月
ζ
自
領
分
を
提
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、

と
路

間
十
六
年
(
一
七

O
三
〉
か
ら
宝
永
七
年
二
七
一

O
〉
ま
で
、
わ
ず
か
七
年
半
の

間
に
二
度
の
絵
留
改
め
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
、
こ
れ
で
わ
か
る
。

の
下
ζ
“
記
さ
れ
た
五
名
に
つ
い
て
は
、

石
間
丈
布
衛
門

治
省
衛
門
。
間

O
O
石
、
寄
合
役
筆
頭
。
元
禄
十
六
年
頃
は
丈
お
衛
門
と
名

の
り
、
徒
頭
。
宝
永
頃
退
低
。

大
石
郷
宕
衛
門

滋
賀
大
津
出
身
。
元
禄
人
年
〈

六
九
五
)
、
薪
知
ニ

O
O
E、
入
入
扶
持
。

大
石
内
蔵
勃
良
雄
の
従
兄
弟
。
江
戸
足
戦
頭
・
用
人
を
勤
め
た
。

藤
興
一
一
一
在
衛
門

西
代
藩
主
津
軽
日
暗
殺
に
仕
え
、
家
禄
一

O
O石
、
西
人
扶
持
。

往
々
木
小
大
鰐

小
太
磐
。
七
人
扶
持
、
伽
郷
小
姓
組
。
新
知

五
O
石。

桜
庭
太
郎
左
鑑
門

宇
兵
衛
。
事
保
十

年
(
一
七
二
七
〉
、

五
代
藩
主
津
軽
信
寿
の
勝
組
組
頭

と
な
り
、
そ
の
後
「
禅
師
粧

統一
-rf
の
編
纂
に
も
関
わ
る
。
一
克
文
元
年
〈

七
三
六
)
に
秋
開
へ
出
張
の
新
り
、
道
法
図
解
を
作
成
。

(
『
青
森
県
人
名
事
典
』
よ
り
摘
記
〉

と
あ
る
。
絵
図
改
め
の
実
務
者
と
し
て
、
こ
の

ZH録
」
作
成
に
関
む
っ
た
人
た
ち

で
あ
ろ
う
。
来
和
・
貞
享
・
元
椋
・
宝
永
と
続
く
三

O
年
開
は
、
弘
前
藩
中
興
の
英

主
と
讃
え
ら
れ
る
西
代
諜
主
津
軽
信
教
の
治
世
下
で
人
材
が
広
く
愛
用
さ
れ
、
学
問

や
産
業
・
技
術
が
藩
外
か
ら
積
極
的
に
移
補
さ
れ
た
時
期
に
当
た
る
。
正
保
留
絵
図

の
忠
実
な
写
し
で
あ
る
員
事
一

吋
脱
出
奥
富
津
軽
郡
之
絵
図
」
や
、
弘
前
域
と
近
郊

農
村
の
位
置
関
係
を
克
明
に
撞
い
た
同
年
吋
弘
前
井
近
郷
之
御
絵
闘
い
な
ど
、
優
れ

た
大
型
絵
躍
が
こ
の
時
期
に
律
戒
さ
れ
て
お
り
、
藩
内
で
絵
国
へ
の
関
心
が
大
い
に

高
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
回
線
い
か
ら
は
さ
ら
記
、
問
先
と
江
戸
と
で
絵
図
を
頻
繁
に
や
り
と
り
し
て
い

た
様
子
が
浮
か
び
上
が
る
。
末
是
近
く
の
貼
紙
に
は
「
丸
印
之
分
ハ
、
来
ノ
年
江
戸

へ
為
御
持
被
遊
候
分
敷
、
一
一

一
日
改
昔
通
上
ル
ト
外
ノ
番
付
ニ
有
之
候
、
此
事

欺
」
と
あ
り

(
別
表
日
間

ム
ハ
六
を
参
照
の
こ
と
て
「
目
録
」
中
に
は
十
七
舗
の

「
O
」
印
が
散
見
す
る
〈
不
足
の

額
は
欠
了
部
分
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
〉
。
興
味
深
い
こ
と
誌
は
、
元
禄
留
の
徴
殺
を
発
令
し
た
幕
野
老
中
土
建
設
匝
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(
格
模
呼
〉
や
、
当
時
幕
閣
に
あ
っ
て
拒
要
な
地
枇
を
占
め
た
梅
沢
吉
保
〈
出
現

の
名
も
見
え
て
い
る
(
ぬ
七
七
、

-J-M01

次
に
、
こ
の
「
昌
義
」

か
り
に
し
て
、
幾
つ
か
の
絵
図
に
関
す
る
知
免
を

て
お
き
た
い
。

h
Aハ
四

津
軽
郡
之
絵
鴎

「
目
録
」

で
は
「
私
積
絵
密
」

の
項
に
底
分
さ
れ

一
乙
丑
年
三
月
廿

六
日
、

籍
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
第
川
幕
府
は
数
鹿
川
い
わ
た
っ
て
罷
絵
闘
を
激

収
し
た
が
、
弘
能
務
関
係
の
現
存
爵
絵
図
と
し
て
は
、
青
森
県
立
郷
土
館
所
蔵
の

正
保
関
〈
写
本
)
、
内
関
文
庫
所
譲
の
天
保
留

が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

県
立
郷
土
館
所
蔵
盟
は
「
陸
奥
富
津
職
郡
之
絵
図
」
の
表
題
者
持
ち
、
絵
密
裏
む

乙
商
年
十
二
月
廿
入
自
叢
上
御
公
儀
候
謹
之
写
生
、
貞
享
二
乙

月
廿
六
日
」

の
審
き
入
れ
が
あ
る
。

m
陣
容
状
態
は
良
好
で
、
議
初
の
も
の
と
思
わ



れ
る
木
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
ぬ
六
四
に
相
当
す
る
と
考
え
て
よ
い
。

浜
・
十
一
ニ
・
議
虫
も
苛
往
之
串
mw出
之
、

弘
前
市
立
密
書
館
に
は
「
慶
安
の
御
郡
中
絵
図
」
と
過
称
さ
れ
る
男
系
統
の
絵
国

と
あ
り
、
鯵
ケ
沢
絵
留
の
改
訂
留
を
見
た
藩
主
津
軽
信
政
が
、
絵
図
の
出
来
栄
え

が
あ
り
、
法
量
(
サ
イ
ズ
)
を
除
い
て
、
内
容
や
措
法
は
県
立
郷
土
館
所
蔑
図
と

に
感
心
し
、
龍
の
絵
図
も
作
成
す
る
よ
う
命
じ
た
と
い
う
。
「
弘
前
藩
庁
日
記
」

よ
く
叡
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
ぬ
六
六
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
ま
で

(
御
国
日
記
)
に
こ
の
記
事
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
年
記
・
内
容
の
裏
付
け
が
取
れ

持
者
の
欝
採
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
「
図
録
」
の
記
事
に
よ
号
、
元

な
か
っ
た
が
、
「
目
録
」
と
の
熊
合
に
よ
り
、
こ
れ
ら
一
連
の
絵
図
が
天
和
一
一
一
年

禄
十
六
年
以
前
か
ら
一
カ
所
で
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

の
制
作
で
あ
る
と
磁
器
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

恥
一
二
八

今
期
e

熊
崎
・
一
品
購
鰻
之
絵
図
井
本
鱒
之
関

恥
一
一
品
。

弘
前
弁
近
郷
之
櫛
絵
悶

で
は

の
墳
に
ほ
分
さ
れ
て
い
る
お
弘
前
市

榔
門
森
熟
立
郷
土
館
が
一
平
成

。
年
度
に
購
入
し
、
特
別
線
虫
備
か
れ
た
青
森
恥

立
密
書
館
に
は
ぷ
づ
別
町
御
絵
凶
」
「
黒
崎
町
之
櫛
絵
関
」
「
一
一
一
爵
建
町
僻
絵
図
い

で
初
め
て
会
関
し
た
関
名
の
大
型
絵
関
が
、
こ
れ
に
相
当
す
る
と
患
わ
れ
る
。
絵

鐘
と
、
「
縄
本
棟
之
図
い
〈
償
問
・
平
館
・
今
別

国
表
的
拡
込
み
に
「
貞
享

一月い

の
年
記
が
見
え
る
。
中
央
の
縄
張
部
に

盟
校
の
絵
閣
が
、

セ
ッ
ト
で
残
さ
れ
て
い
る
〈
弘
前
市
立
図
書
館
諏
津
軽
家
文
書
、
な
二
九

0
.
三

i
一
二
一
一
一
)
。
こ
の
う
ち
「
一
二
鳥
屋
町
御
絵
図
」
に
辻
村
内
に
居
住
す
る
ア
イ
ヌ

ぷ
抑
」
の
字
を
配
し
て
弘
前
械
を
示
し
、
周
辺
の
村
・
家
並
み
・
街
道
筋
・
出
野
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-
河
川
を
描
い
て
い
る
。
域
の
西
側
に
見
え
る
樋
ノ
口
川
の
留
切
堤
の
跡
〈
二
務

「
か
ふ
た
か
い
ん
」

の
家
屋
敷
が
描
か
れ
て
い
る
。
『
津
軽
史
』
「
津
軽
絵
毘
並
境

に
分
か
れ
る
岩
木
"
の
一
方
の
流
れ
を
引
き
込
ん
で
堀
に
代
用
し
た
際
の
も
の
)

議
」
員
享
一
克
年
七
月
十
六
日
条
に
「
今
別
町
農
之
図
八
種
註
迄
可
串
付
候
、
北
ハ

や
、
石
川
城
・
膏
模
域
な
ど
多
く
の
中
世
域
館
跡
が
立
体
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

黒
鶴
迄
之
諮
可
申
付
旨
、
九
兵
衛
ニ
申
渡
」
と
あ
る
が
、
「
自
録
」
と
の
照
会
に

植
生
・
交
通
・
土
地
利
用
・
建
造
物
な
ど
の
地
理
情
報
を
整
理
す
る
た
め
に
作
成

よ
り
、
こ
の
記
事
の
正
し
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
弘
前
を
中
心
と
し
た
半
径
約
六
キ
口
の
範
密
を
播
き
、

弘
一
一
七

i
…一一…

東
は
松
鶴
間
村
、
蕗
は
兼
平
天
神
、
南
は
大
和
沢
村
、
北
は
一
一
一
世
帯
村
を
境
と
す
る
。

小
一
品
能
関
、
潔
浦
之
御
絵
図
、
鯵
ヶ
沢
え
僻
絵
菌
、
青
森
錦
絵
陸
、
期
総
御
総

」
の
絵
関
の
発
見
北
よ
り
、

〈
御
悶
日
記
〉
な
ど
に
し
ば
し
拭

関
〈
大
関
脇
‘
鯵
ヶ
沢
総
深
浦
・
脅
蘇
・
碇
ヶ
関
〉

吋
弘
前
難
り
い
「
弘
前
近
郷
」

の
範
閉
会
視
覚
的
に
規
定
す
る
こ
と
が

明
津
軽
史
-h

「
津
軽
絵
図
並
境
論
い
天
和

日
条
に
、

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
、
痛
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
資
料
で
あ
る
。
後
世
の
写
本

鯵
ケ
沢
絵
図
前
々
難
有
之
悪
敷
候
一
一
付
、
今
度
伝
在
欝
同
一
一
被
卸
付
、
御
大
工

で
あ
る
可
能
性
は
な
お
も
残
る
が
、
吋
目
録
」

で
の
掲
載
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に

zme
頭
・
斉
藤
孫
左
衛
門
ニ
申
付
、
則
絵
師
上
村
半
兵
密
も
遣
、

一
部
二
需
絵
図

よ
り
公
的
絵
関
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
絵
醤
の
内

出
来
御
前
え
差
上
候
処
、

入
御
意
如
是
、
深
諸
・
大
需
越
・
小
謡
・
青
盛
・
大

容
そ
の
も
の
へ
の
議
頼
性
は
、
大
い
に
高
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。



胤
一
一
一
一
一

従
三
角
山
御
茶
麗
場
出
崎
進
等
筋
晃
分
之
国

黒
石
津
軽
氏
の
飛
地
で
あ
る
平
内
領
浅
虫
{
現
青
森
市
)
か
ら
、
謀
部
領
北
向

か
う
山
並
み
を
播
く
。
こ
の
あ
た
ち
は
津
軽
領
と
南
部
領
の
境
で
も
あ
り
、
中
世

以
来
の
護
雑
な
入
会
関
係
が
存
在
し
た
た
め
、
境
争
論
が
頻
発
し
た
。
絵
図
で
は
、

弘
前
瀦
領
を
ぷ
御
当
額
」
、
黒
石
津
軽
氏
額
は
「
平
内
御
領
い
と
区
別
し
て
あ
る
。

縮
尺
・
盟
理
・
測
盤
協
力
者
名
な
ど
者
二
枚
の
付
札
(
浅
黄
色
と
黄
色
〉
に
し
て

絵
密
表
に
貼
込
ん
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
元
撤
回
年
(
一
六
九
こ
の
年
記
と
、
鰐

作
費
任
者
で
あ
る
金
決
勘
右
議
内
の
名
が
見
え
て
い
る
。
勘
・
右
禽
門
誌
も
と
加
賀

の
入
で
、
天
和
二
年
〈

ム
ハ
八
二
〉
に
江
戸
で
禅
軽
告
政
に
召
し
抱
え
ら
れ
、
貞

享
初
年
に
弘
前
へ
下
っ
て
測
量
・
絵
閣
制
作
に
撲
っ
た
ぬ
津
軽
藩
陪
詑
伝
類
』
〉
。

関
連
史
料
と
し
て
、
貞
享
四
年
「
御
領
分
御
絵
問
自
録
同
合
紋
」
(
弘
前
市
立
国

書
館
競
津
軽
家
文
番
、
花

九
一

l
一
む
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

籍
者
が
こ
の
「
自
諒
」

の
模
写
資
料
を
入
手
し
た
の
は
、
平
成
十
二
年
十
一
月
務

頭
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
史
料
紹
分
令
す
る
に
あ
た
っ
て
、
吋
弘
前
藩
庁
日
記
」
〈
御

盟
日
記
及
び
国
日
記
〉
な

r務
教
記
録
に
あ
た
る
十
分
な
余
硲
が
持
て
な
か
っ
た
。

ゆ
え
に
本
稿
で
は
翻
刻
文
と
一
覧
表
を
付
し
て
科
用
の
使
を
関
る
こ
と
の
み
を
念
頭

に
盤
き
、
踏
み
込
ん
だ
考
察
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
、
予
め
お
断
ち
し
て
お
く
。

〈
表
紙
)Y禄十六E 

廿 録自

来年突

月七)¥ 
日

改之日-ノ4、剛働

ノ
印

大石

右衛石郷門 衛丈右門閏
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冨
絵
留
目
録

日
本
之
額
、

一
、
朱
之
本
、

一日夜、

問、
一
、
胡
粉
之
写
、

一枚、

、
大
日
本
菌
地
之
関
、

一枚、

、
自
本
関
、

一枚、

、
島
本
図
、
内
一
枚
御
機
や
ノ
絵
題
、

二
枚
、

一
、
問
図
、
本
帳
ニ
ハ
船
路
給
路
之
内
ニ
海
上
絵
図
ト
有
、

一枚、

て
備
前
国
絵
留
、

二
枚
、



一
、
但
馬
国
之
層
、

一
、
播
露
関
之
盟
、

一
、
張
問
由
之
図
、

、
周
防
昌
之
図
、

一
、
美
作
国
之
図
、

、
摂
滞

一

両

国

之

題

、

湾
内

一枚、
一
枚
、

一
枚
、

一枚、枚
一枚、

千
平

て

崇

山
赤
坂

{一一一叩…、

千金
規 開IJ
、山

、
赤
坂
、

右
三
枚
一
包
、

一枚、
一
枚
、

一
枚
、

一
枚
、

セ

牧

ず
は
欠
)

一
、
越
後
城
下
図
、
高
問
、

一
枚
、

、
水
口
議
井
城
下
図
、

米
ノ
正
月
九
日
上
ケ
聾
本
帳
ニ
此
段
不
龍
之
、

O
一
、
本
所
深
月
額
井
道
繍
議
付
、

て
江
戸
分
間
大
絵
図
、
元
禄
十
四
版
行
、

て
制
御
態
敷
御
絵
図
、
只
今
巡
御
盤
態
方
ニ
有
、
元
禄
十
六
米
一
一
一
月
七
円
口
、

回
減
四
郎
右
衛
門
・
唐
牛
頼
母
よ
り
受
取
之
、

て
本
所
之
絵
問
、

枚

本
媛
ニ
無
網
膜
候
、

一
袋
、

間
断
、一

袋
、

一
枚
…
位
、

て
松
前
之
域
額
、
但
一
枚
ハ
間
関
数
共

て
館
林
御
城
之
盤
、

一
、
播
弗
姫
路
之
域
罰
、

、
鴫
原
之
域
間
、

一
、
臨
奥
機
器
之
城
図
、
内
一
枚
ハ
奥
州
盛
田
向
ノ
接
関
と
有
史

、
官
州
飯
山
之
域
間
、

て
信
州
諏
訪
高
嶋
域
図
、

一
掛
鶴
崎
城
図
、

三
枚
、

ニ
枚
、
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一
枚
、

二
枚
、

一
枚
、

一
枚
、

一
枚
、

二
枚
、

所
々
之
域
密

袋

て
江
域
之
盟
、

、
摂
州
大
坂
御
城
之
問
、
内
一
枚
ハ
町
額
公
ハ

一枚、枚

て
越
後
高
田
誠
図
、

一
、
一
一
一
州
西
尾
城
之
盟
、

一
、
淀
域
之
図
、

、
足
掛
名
護
屋
城
語
、

一
、
越
前
福
井
城
図
、

一
枚
、

一
枚
、

一
枚
、

一
枚
、



一
、
信
州
松
本
城
図
、

一
枚
、

一
、
越
後
長
岡
之
城
図
、

一
枚
、

て
甲
州
城
図
、

一
枚
、

)¥.. 

て
越
後
春
日
山
城
図
、

二
枚
、

て
越
中
富
山
城
図
、

一
枚
、

て
奥
州
会
津
若
松
之
城
図
、

一
枚
、

て
同
棚
倉
之
城
図
、

一
枚
、

一
、
上
州
厩
橋
之
城
図
、

一
枚
、

一
、
奥
州
岩
沼
之
城
図
、

一
枚
、

て
出
羽
上
之
山
之
城
図
、

一
枚
、

て
下
総
関
宿
之
城
図
、

一
枚
、

一
、
大
坂
御
城
之
図
、

一
枚
、

前
回
助
右
衛
門
方
よ
り

御
写
さ
せ
被
成
候
、

て
江
州
彦
根
之
城
図
、

一
枚
、
問
、

一
、
和
州
郡
山
之
城
図
、

一
枚
、
問
、

一
、
常
陸
国
水
戸
之
城
図
、

一
枚
、
問
、

一
、
阿
波
国
徳
嶋
之
城
図
、

一
枚
、

て
安
土
城
図
、

一
枚
袋
-
一
入
、

一
、
水
口
城
之
図
、

一
枚
、

て
仙
台
之
城
図
、

一
枚
、

九

一
、
下
野
壬
生
城
井
町
中
図
、

一
枚
、

て
奥
州
二
本
松
之
城
図
、

て
信
州
小
諸
城
之
図
、

一
、
白
石
之
城
図
、

て
城
築
規
範
、
元
禄
十
四
巳
五
月
七
日
被
遊
御
預
候
、

一
枚
、

一
枚
、

一
枚
、

一
袋
、

国
絵
図
包
ノ
内
ニ
入
、

異
国
絵
図
、
元
帳
ニ
ハ
此
規
定
無
之
候
へ
共
御
自
筆
ニ
て
御
下
ニ
是
有
候
故
今
度
定
之
、

て
朝
鮮
園
地
図
、

一
枚
、
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私
領
絵
図

十

て
津
軽
郡
之
絵
図
、
貞
享
二
乙
丑
三
月
廿
六
日
、

一
、
御
領
分
御
絵
図
入
、
下
書
、

て
御
郡
中
絵
図
入
、

O
一
、
陸
奥
田
津
軽
郡
之
図
、
外
ニ
元
帳
ニ
津
軽
郡
之
図
一
袋
ト
有
之

候
へ
共
、
此
一
包
よ
り
外
ニ
ハ
無
之
候
、

O
一
、
御
領
分
御
絵
図
、
元
禄
己
巳
正
月
七
日
、

一
箱
、

一
箱
、

但
錠
前
有
、
御
鑑
ハ

元
絵
図
差
図
之
御
長

持
之
鑑
ト
一
包
ニ
有
、

一
袋
、

一
包
、

一
袋
、



弘
前
接
懇
絵
密

O
一
、
弘
前
毎
接
毎
絵
図
、

て
弘
前
御
本
城
之
関
、
一
見
様
七
成
年
五
月
十
日
、
柳
沢

出
濡
守
犠
へ
被
遊
御
持
参
候
御
部
、

一
、
奥
州
津
軽
郡
弘
前
接
関
、
戸
田
山
城
守
股
よ
り
参
侯

奥
書
立
御
黛
紙
一
枚
、

。
…
、
得
用
之
物
、
将
監
療
中
僻
寄
付
有
之
、

O 

、
弘
前
揚
域
之
菌
、

O
一
、
毎
域
之
盟
、

一
、
毎
本
丸
・
二
・
一
ニ
・
四
ノ
御
郭
御
絵
図
、
二
分
一
間
種
、

回
会
調
と
有
、

一袋、

貞
享
一
死
原
子
年
十
一

月六
B
ト
路
付
有
、

一包、
一缶、

一
元
緩
エ
ハ
禅
譲
下
之

鑓
と
有
之
、

一枚、
一枚、

一袋、

十

。
一
、
御
本
丸
・
二
@

了
間
ノ
御
郭
之
図
、

一
分
一
関
積
号
、

* 

*
貼
紙

一袋、

内
一
一
半
分
之
御
図

枚

此
付
紙
本
棋
…
…
ハ
本
住
畿
、
本
分
明
敵

吉
絵
閑
書
、

小
番
付
入
目
録
内
一
一
有
、

一

、

奥

州

捧

軽

郡

弘

前

減

語

、

ケ

籍

、

此
箱
ニ
、
光
禄
七
成
五
月
十
一
良
、
一
戸
関
山
城
守
後
御
難
問
即
日
て
、
御
用
品
信
士
陣
綿
棒
模
畿
内
線
鑓

新
お
衛
門
持
参
-Z
伽
抑
制
作
ト
張
紙
省
、

O 

、
弘
前
御
域
間
、

ニ
枚
、

一
、
樟
経
弘
前
域
絵
菌
、

一袋、

O
一、

弘
前
御
本
域
之
圏
、

廷
宝
二
申
賞
十
一
月
四
日
、

二
分
一
間
六
尺
縄
問
、

一
袋
一
枚
、

一
、
御
関
、
俊
二
枚
共
一
一
縄
本
接
之
題
、

一日夜一程、

一
、
弘
前
御
本
城
之
語
、

右
ニ
通
本
経
ニ
無
制
御
護
候
、

=一枚一一封、

O 

、
棒
軽
郡
弘
前
域
之
関
、
御
公
畿
誌
上
ル
如
、本

帳

教
一
環

ハ
弘
前
城
中
続
々
一
絵
摺
之
内
ぷ
有
り
、
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O 

、
弘
前
調
域
農
敷
観
之
盟
、

袋
二
議
、

本
帳
ニ
ハ
弘
前
惣
絵
臨
之
内
エ
有
り
、

十

弘
前
中
所
々
絵
題
懇
ノ
肉
、

弘
前
中
侍
麓
敷
之
絵
関

、
四
人
之
麓
敷
絵
題
、
棟
方
十
左
衛
門
・
山
中
六
左
衛
門
・

村
山
七
在
衛
門
*
新
駿
純
殿
器
、

一包、

、
棟
方
十
主
襟
問
態
敷
関
、

、
蘇
問
主
藤
・
詑
村
源
八
・
木
村
本
一
之
助
臆
敷
岡
、

一告、

一
、
北
村
掠
入
家
之
図
・
屋
敷
地
形
之
閥
、

二
告
一
括
、



弘
前
中
軒
々
絵
図
包
ノ
向
、

弘
前
惣
絵
摺

一
、
御
絵
図
、

二
位
、

内

一
、
弘
前
御
城
下
町
誤
・
屋
敷
割
、

外
ニ
弘
韻
懇
錦
絵
図
棋
ト
士
官
之
、
繍
ト
元
経
エ
ハ
有
之
候
へ
共
無
之
候
、

一枚、

一
一
ハ
西
通
有
、
森
山
一
様
鄭
普
請
之
一
絵
図
、
大
務
麓
御
本
陣
之
一
絵
一
題
、

探
繍
新
道
之
図
、
大
関
融
自
銀
山
新
道
之
圏
、

一
包
一
一
ハ
大
関
越
道
之
図
、

弘
前
中
所
々
給
関
恕
ノ
内
、

川
弘
前
中
寺
社
之
絵
図

一
、
唐
内
寂
北
之
森
御
絵
菌
、

一
袋
、

、
神
明
宮
御
絵
菌
、

一
封
一
一
一
線
と
有
、

て
長
勝
寺
・
耕
審
院
惣
構
之
岡
、

右
ニ
ヶ
条
本
縦
一
一
、
弘
蔀
惣
絵
摺
之
内
ニ
有
之
、

一
袋
、

額
分
中
惣
絵
図
包
ノ
内
、

領
分
中
白
銀
出
境
之
絵
図

て
長
勝
寺
之
絵
図
、

一枚、

一
、
絵
菌
、

一
袋
三
枚
、

一
、
報
恩
寺
之
絵
図
、

枚

内

弘
前
中
所
々
一
絵
閣
包
ノ
内
、

弘
前
中
前
焼
之
絵
菌

従
津
軽
碇
関
口
織
部
城
下
迄
之
絵
額
、
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縄
問
御
山
延
宝
四
炭
年
四
月
廿
七
日
見
分
之
図
、

小
山
縫
殿
選
方
よ
り
之
絵
国
写
一
一
一
通
、

て

親

方

陀

競

態

敷

之

絵

図

、

二

封

、

元
帳
コ
ハ
、
一
一
封
ハ
火
事
場
之
絵
留
と
寄
付
有
之
、
蟹
分
中
所
々
ノ
絵
盟
ノ
務
ニ
有
之
、

て
御
金
出
寄
付
絵
盟

一封、

一
、
破
関
山
境
之
絵
図
ニ
枚
、
番
付
一
通
、

一
袋
、

十
盟

領
分
中
惣
絵
臨
銭
ノ
内
、

僚
会
中
所
々
之
絵
盟

領
分
中
懇
給
調
創
ノ
内
、

領
分
中
金
山
之
絵
悶

一
、
建
太
御
町
態
敷
御
絵
圏
、
延
宝
五
年
一
一
一
丹
十
八
日
、
唐
牛
与
右
傷
門
、

枚

て
青
森
図
、
本
耕
一
一
ハ
御
図
ト
計
有
、

枚

て
御
金
山
懇
訳
御
絵
図
、

一包、

て
れ
い
し
之
御
絵
圏
、
外

二
牧
、

寒
沢
之
内
、

一
、
銀
銅
山
御
絵
圏
、
雄
主
四
長
年
九
月
十
日
、
唐
牛
与
右
衛
門
、

枚

て
献
上
蕨
取
場
之
絵
問
、

牧、

元
帳
ニ
枚
と
有
之
候
へ

共
一
枚
な
く
て
繁
之
候
、

て
御
金
山
町
割
御
絵
図
、

一日夜、



一
、
御
金
山
御
絵
図
、

一
、
尾
太
御
山
御
絵
図
、

一
、
尾
太
御
山
之
御
絵
図
入
、

一
枚
、

一
、
青
森
御
絵
図
、

一
分
二
間
ノ
割
、
同
年
十
一
月
十
五
日
、

一
袋
一
枚
、

て
別
紙
御
絵
図
、
大
間
越
・
鯵
ケ
沢
・
深
浦
・
青
森
・
碇
ケ
関

一
包
、

領
分
中
惣
絵
図
包
ノ
内
、

領
分
中
惣
絵
図

延
宝
四
辰
年
、

一

、

御

銀

山

所

々

御

入

用

之

惣

差

図

、

一

通

、

御
差
図
ト
有
之
候
得
共
、
御
銀
山
之
類
故
此
絵
図
之
内
へ
入
置
、
本
帳
ニ
ハ
無
之
、

て
亀
ヶ
岡
領
新
道
図
、

一
、
同
御
屋
敷
構
之
図
、

領
分
中
惣
絵
図
包
ノ
内
、

領
分
中
新
田
場
所
之
絵
図

一
、
銅
屋
森
よ
り
水
道
堀
貫
新
田
場
之
絵
図
、

て
広
須
御
新
田
所
之
図
入
、
天
和
三
亥
年
間
五
月
十
五
日
、

て
広
須
御
派
懸
堰
岩
木
川
よ
り
普
請
仕
候
堰
筋
見
分
ノ
絵
図
、

て
須
藤
惣
右
衛
門
・
岡
文
右
衛
門
名
付
有
之
御
絵
図
、

一
枚
ハ
御
所
川
原
御
派
所
成
就
ト
書
付
有
、
一
枚
ハ
所
不
知
、

て
金
木
新
田
之
図
、

元
禄
十
一
年
六
月
十
五
日
、
本
帳
ニ
無
之
、

一
、
三
角
山
御
茶
屋
場
よ
り
山
崎
迄
峰
筋
見
分
ノ
図
、

領
分
中
惣
絵
図
包
ノ
内
、

領
分
中
古
村
之
絵
図

て
今
別
・
黒
崎
・
三
馬
屋
之
御
絵
図
井
御
本
陣
家
之
図
、

一
、
十
三
絵
図
、

て
深
浦
之
御
絵
図
、
天
和
三
亥
十
一
月
十
五
日
、
一
分
二
間
ノ
割
、

て
鯵
ケ
沢
之
御
絵
図
、
弐
分
一
問
、
同
年
正
月
十
三
日
、

て
同
新
町
地
割
、

一
、
長
勝
寺
石
森
之
絵
図
、

一
枚
書
物
二
通

一
袋
、

、
一
、
碇
関
瀧
之
絵
図
、

f
-
、
か
り
は
沢
之
絵
図
、

一
包
、

一
枚
、

一
袋
、

五
ケ
所
、一

袋
五
枚
、

一
袋
、

一
袋
、

一
通
但
一
包
、

一
包
、

二枚、
一
封
、
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二
枚
、

て
木
作
御
絵
図
、

一
包
、

て
海
辺
筋
絵
図
二
枚
、
従
碇
関
峠
古
懸
山
入
口
迄
、

一
袋
、

一
、
弘
前
井
近
郷
之
御
絵
図
、

亀
ケ
岡
古
城
、

一
、
御
図
、
天
和
三
年
亥
四
月
朔
目
、

一
袋
、

て
あ
ぎ
ら
山
之
図
、

一
包
、

一
袋
、

一
¥
黒
石
御
絵
図
、
元
禄
四
年
三
月
十
一
日
、

二
袋
、

一
袋
、

一
袋
、

一
袋
、

一
袋
、

一
袋
、

石
郷
岡
八
九
郎
、



比
二
枚
ハ
旬
物
之
内
へ
不
入
、

、
御
露
中
道
程
之
図
井
帳
目
鍛
、

籍、

位
籍
ノ
宛
摂
詑
戸
端
郡
熊
入
・
獅
榔
麗
揚
湾
人
よ
り
、

r-一一、

、
平
内
領
絵
閥
、

…
渦
ノ
内
…
通
ハ
、
光
禄
十
一
-
停
車
舟

廿
六
日
、
棒
戦
釆
女
様
へ
被
瀦
齢
、

o 

、
御
図
上
野
御
絵
図
、

m
H

ト有、

袋ハ…
χ
糠
十
三
八
月
十

袋
ハ
脚
本
紙
ト
有
、

右
五
通
ハ
本
帳
一
一
一
鉱
山
之
、

籍
二
袋
、

廿

御
絵
図
包
ノ
内
、

陸
路
絵
図

て
従
南
部
城
下
所
々
江
之
道
筋
図
、

一
、
従
江
戸
奥
州
津
軽
迄
道
筋
図
、

て
東
海
道
御
騨
風
下
絵
、

一
枚
、

一
缶
、

一包、

是
計
一
旬
、

下
番
絵
図
之
分

、
道
線
、

、
野
帳
、

、
御
領
分
御
絵
閥
、
元
経
…
一
年
五
月
七
日
、
下
町
灘
、

て
弘
前
外
近
郷
之
御
絵
閥
、
玄
関
、

一
、
御
郭
御
給
図
、
下
画
、

御
本
丸
・
一
一
・
一
一
一
之
郭
、

て
御
絵
図
、
御
用
ニ
不
立
と
繕
番
付
有
之
、

銀
一
袋
、

一
袋
、

一
袋
、

在
留
枚
、一

袋
、

榔
給
悶
組
ノ
内
、

嶋
給
関

、
松
前
之
総
困
、

枚
一
飽
、

五
枚
、

一
、
獄
図
、

一
枚
、

古
戦
場
包
ノ
内
、

古
戦
場
立
絵
図

て
関
ケ
原
御
陣
之
圏
、

二
枚
、

て
信
州
川
中
嶋
合
戦
国
、

一
巻
、

て
同
川
中
鴫
之
圏
、

一
枚
、
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信
州
川
中
嶋
合
戦
之
菌
、

a

、
上

Mm厩
犠
合
戦
之
国
、

-
信
州
海
野
手
合
戦
之
留
、

倍
州
接
ヶ
罵
場
合
戦
之
題
、

一
巻
、

一
、
大
抜
御
合
戦
之
題
、

枚

一
、
臨
府
台
合
戦
之
関
、

ニ
枚
、

右
間
協
ノ
内
、吉

戦
域
攻
之
絵
関

、
黒
舟
長
時
へ
入
離
籍
大
名
披
締
結
核
絵
問
、

一
枚
、

一
、
肥
前
国
原
接
攻
絵
題
、

一
枚
、

一
、
摂
州
大
坂
伽
倒
壊
、
構
普
一
詩
語
大
名
御
手
伝
場
一
院
、

一
枚
、

て
大
塚
接
攻
層
、

一
枚
、



制
榔
絵
欝
部
ノ
内
、

舟
路
絵
図

て
初
国
舟
路
図
式
、

て
初
国
舟
路
絵
図
、

古
戦
場
包
ノ
内
、

陣
取
之
絵
図

、
人
数
六
千
余
陣
麗
割
路
、

一
、
山
熊
組
七
百
三
十
騎
相
棒
敢
之
図
、

一一枚
一
缶
、

二
枚

一
袋
、

枚

括
一袋、

三
袋
、

元
帳
ニ
ハ
玉
袋
ト
候
へ
共
、
二
袋
ハ
御

差
図
故
、
午
三
月
十
一
日
西
部
右
衛
問

へ
渡
ス
、

。

て

御
屋
敷
地
割
、

左
ニ
同
し
、

内

間

現
出
来
候
本
給
関
・
御
番
付
入
、
大
尺
期
間
分

袋
…
袋
ハ
元
禄
元
長
十
月
自
出
来
、
六
尺
間
四
分

間

一
袋
ハ
同
年
十
一
月
由
来
、
六
尺
関
六
分
一
問
、
書
付
入
、

一
包
寄
付
一
通
入
、

O
一
、
本
庄
御
屋
敷
之
図
、
但
毎
家
屋
之
図
有
、

。
一
、
同
新
御
屋
敷
之
御
門
照
的
之
圏
、
居
間

一
袋
亀
一
誠
久
三
館
、

-R貼
紙

丸
点
之
分
ハ
、
来
ノ
年
江
戸
へ
為
御
持
被
選
議
分
欺
、

一
日
改
廿
過
上
ル
ト
外
ノ
寄
付
ニ
有
之
様
、
裁
事
欺

江
戸
所
々
屋
敷
之
絵
図

一
、
榔
罪
御
室
敷
得
近
所
之
絵
図
、

一
冗
緩
ニ
ハ
下
屋
敷
調
近
所
之
御
絵
図
ト
有
、

て
神
器
鐸
嘉
敷
御
近
所
之
御
絵
図
、

一
冗
緩
ニ
ハ
上
墨
敷
御
近
所
之
御
絵
悶
ト
有
、

、
新
御
麓
敷
辻
番
之
限
、

此
新
ト
錦
癒
候
ハ
何
レ

テ
御
鹿
候
哉
不
知
、

て
鐸
誤
議
敷
御
用
地
之
残
絵
図
井
関
数
・
持
数
、

一
冗
媛
ニ
ハ
差
ト
有
、

二
枚
、

一
枚
、

一
枚
一
位
、

プ
旬
、
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て
江
戸
拐
罪
御
霊
敷
井
御
仮
家
之
図
、

只
今
迄
蜘
静
養
題
之
方
乙
有
、
本
帳
一
一
ハ
御
下
屋
敷
揮
差
醤
ト
有
、

一
、
持
部
舞
鶴
織
敷
地
割
、

興
傷
、

関
断
、
仮
櫛
議
関
方
本
帳
コ
ハ
御
上
最
敷
絵
関
ト
世
物
、

O 

、
新
譜
懸
敷
分
間
之
図
、

一
元
根
一
一
無
之
候
、
只
今
迄
御
盤
図
方
エ
有
之
候
、
今
度
受
取
之
、

一
枚
、

一
袋
、

一
枚
、

一
袋
、



2主
〈1
)
「
元
禄
関
絵
図
に
関
す
る
新
資
料
に
つ
い
て
!
弘
前
藩
の
場
合
い
〈
明
則
弘
前
大
学
関

史
研
究
』
第
二
号
、
一
九
五
六
年
)
。
吋
事
保
日
本
関
作
製
に
擁
す
る
新
史
料
に
つ
い

て
i
弘
前
藩
の
場
合
」
品
壁
史
恥
第
十
自
輯
、
一
九
五
七
年
〉
。
「
津
軽
沿
岸
地
方

の
上
知
問
題
と
悶
給
函
改
正
」
品
弘
前
大
学
関
史
研
究
M

第
七
号
、
間
年
)
。
飽
に

関
連
す
る
も
の
と
し
て
「
本
採
自
本
菌
作
製
に
関
す
る
新
史
料
に
つ
い
て

i
盛
岡
部

の
場
合
」
命
科
学
史
研
究
』
第
五
一
号
、
一
九
五
九
年
)
。

〈2
〉
国
絵
図
・
詩
本
総
閣
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
主
と
し
て
川
村
静
思
氏
古
江
戸
幕
府

横
国
絵
閣
の
研
究
』
〈
古
今
事
降
、
一
九
八
服
部
了
叫
一
回
絵
図
』
(
日
本
歴
史
叢
書

四
題
、
吉
川
弘
文
鶴
、
…
九
九

O
年
)
、
杉
本
史
子
氏
吋
領
犠
支
配
の
接
聞
と
近

世
知
〈
山
間
出
版
社
、
一
九
九
九
年
〉
に
拠
っ
た
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
本
構

中
で
い
ち
い
ち
出
典
を
明
記
し
な
か
っ
た
。

〈
3
)
津
軽
額
の
一
苅
一
禄
揺
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
関
係
資
料
で
あ
る
変
地
媛
〈
正
保

度
以
説
得
の
変
更
点
の
番
上
〉
や
縁
絵
図
〈
他
領
と
の
境
界
緯
を
策
定
す
る
た
め
の
資

料
絵
図
〉
は
現
存
す
る
。
弘
前
市
立
臨
書
館
蔵
「
臨
奥
臨
滞
軽
領
変
地
其
外
改
之
候

罰
鍛
」
(
補
題
「
元
禄
十
四
半
己
年
四
月
之
相
国
絵
図
御
改
一
一
付
審
上
帳
己
、
国
文

学
研
究
資
料
館
史
料
館
蔵
津
軽
家
文
書
中
の
関
係
絵
悶
離
な
ど
。
な
お
、
前
者
に
つ

い
て
は
、
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
く
。

〈
表
紙
〉

付書上帳 年四巳

候録改之目 拘月之

賠
興
国
捧
軽
領

郡

一
、
輿
耕
五
拾
余
郡
之
内
津
報
部
一
円
致
領
知
候
得
共
、

平
駕

イ

ナ

金

古
来
よ
り
悶
舎

鼻
和

一
郡
梅
絵
図
郷
棋
ニ
も
書
記
候
一
一
付
右
之
通
相
器
奉
縄
候
加
始
、

奥
州
之
内
右
一
一
一
郡
無
之
郡
故
、
此
度
者
一
郡
ニ
相
器
可
申
皆
被
抑
付
、
其
通
仕

立
申
載
事
、

新
郷
緩

一
、
高
審
合
拾
万
三
千
九
拾
七
答
申
官
斗
正
芳
、
品
約
数
一
一
一
百
三
拾
六
ケ
村
、

言
郷
蝶

て
高
都
合
拾
万
弐
千
四
百
六
拾
八
五
八
斗
、
村
数
三
富
三
拾
中
ハ
ケ
村
、

- 50 -

て
東
語
道
韓
一
一
一
拾
四
畏
弐
拾
六
町
余
、

サ

カ

イ

カ

ヲ

ア

ダ

ガ

サ

ヲ

東
之
方
南
部
領
境
川
よ
り
西
之
方
海
端
鯵
ケ
沢
村
迄
、
往
還
之
道
籍
、

一
、
臨
北
道
程
弐
拾
九
里
武
拾
壱
釘
、

階
之
方
出
羽
菌
境
峠
よ
り
北
之
方
議
端
小
拍
村
迄
、
往
還
之
道
第
、

、
往
還
之
道
杏
里
塚
、
古
伽
締
結
題
一
一
者
罰
蛤
入
町
中
ハ
寸
壱
盟
ニ
相
誌
申
候
所
、

今
度
一
一
一
捨
六
蛇
六
寸
壱
患
な
積
一
一
一
冊
一
号
仕
様
御
装
図
ニ
付
、
如
何
故
之
新
御
絵
関
、

一
一
拾
六
町
六
寸
告
患
一
一
仕
立
候
事
、

、
高
都
合
拾
万
弐
千
盟
百
六
拾
八
石
八
斗
八
升
之
内
壱
万
山
本
千
四
富
六
拾
石
A

控訴、

本
村
之
開
発
地
ニ
罷
櫛
座
韓
所
、
布
樽
絵
図
村
形
エ
ハ
新
民
と
記
之
、
宮
御
郷

帳
一
一
者
新
固
と
斗
書
出
之
、
石
高
不
足
仕
侯
問
、
今
度
相
改
、
新
御
絵
悶
之
村

形
井
新
御
郷
帳
ニ
も
、

省
高
増
之
と
審
載
候
村
々
も
御
座
侯
事
、

一
、
撞
境
郡
境
之
出
々
吉
御
絵
図
と
違
候
処
侮
康
候
、
五
境
居
申
請
、
新
御
絵
圏



仕
立
候
事
、

、
意
軽
越
中
守
最
初
之
知
行
高
盟
万
七
千
石
之
内
、
撞
奥
国
捧
軽
震
ニ
而
器
万

五
千
石
、
上
野
国
新
関
領
ニ
荷
戎
千
石
御
領
仕
候
処
、
奥
州
ニ
宿
誠
一
二
千
石
、

上
剤
一
一
国
高
決
千
石
、
都
合
五
千
石
、
明
暦
ニ
年
津
軽
十
郎
志
衛
門
分
知
註
接
、

十
郎
在
構
内
弁
嫡
子
左
京
病
死
仕
、
左
京
嫡
子
妥
女
一
一
西
千
γ
側
、
次
男
伊
織
ニ

千
石
分
知
仕
候
、
北
千
石
之
内
五
百
石
ハ
奥
剤
、
五
苔
石
ハ
上
州
ニ
而
分
知
仕

候
、
其
後
伊
織
病
死
仕
、
右
千
石
之
領
知
念
儀
江
差
上
申
候
処
、
奥
州
之
内
五

百
苓
物
或
上
納
之
義
者
越
中
守
方
分
散
立
、
輿
州
御
代
官
ぷ
相
渡
可
申
皆
被
仰

付
、
英
通
ニ
御
上
総
数
候
、
捧
軽
妥
女
げ
仏
分
知
之
上
州
之
知
符
千
五
巨
石
、
一
兆

線
十
一
戊
資
年
被
召
上
、
為
御
替
地
奥
州
之
内
右
伊
織
上
知
五
百
若
之
所
ヲ
千

百
武
拾
八
荏
一
一
一
斗
五
升
之
石
高
一
一
雨
被
下
之
候
ニ
付
、
古
郷
帳
よ
り
六
百
弐
拾

J¥.. 

斗
官五
者 升

/トマ杉~::fj
崖:村高
鋪寺 増
村申

候
事

右
棺
改
、
今
度
新
御
絵
図
ニ
番
載
侯
事
、

言
御
絵
関
之
猟
船

漁
船

右
之
文
苧
誤
之
候
付
、
持
政
串
候
、

て
者
之
外
変
地
其
外
別
条
鉱
山
御
窪
候
、

右
相
改
狭
通
今
度
無
相
違
蕗
申
帳
、
以
上
、

元
禄
十
四
辛
日
十
一
月

津
軽
越
中
守
内

勝
本
膳
在
禽
門

印

樋
口
理
在
鶴
間

印

付
記

脱
稿
後
、
こ
の
「
自
隷
」
が
、
弘
前
市
立
博
物
館
託
収
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
と
い
う
債
報
を
得
た
。
原
本
が
弘
前
前
に
お
い
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
は
馨
ば
し
く
、
今
後
の
活
用
を
大
い
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

〈
ほ
ん
だ
・
し
ん

青
森
県
史
編
さ
ん
輩
総
括
主
査
)
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区 分 合点 表 題 所蔵先・請求記号 年代 西暦 法量(cm)

1日本之図 朱之写

2同 胡粉之写

3 大日本園地之図

4 日本図

5 日本図

6 同図

7 備前国絵図

8 但馬国之図

9 播磨国之図

10 長門国之図

11 周防国之図

12 美作国之図

13 摂津・河内両国之図

14 (城下図) 越後城下図

15 水口;城井城下図

16 O 本所深川図井道積書付

17 江戸分間大絵図

18 御屋敷御絵図

19 本所之絵図

20 所々之城図 江城之図

21 摂州大坂御城之図

22 千早・撮山・赤坂

23 金剛山

24 千鋼

25 赤坂

26 松前之城図

27 館林御城之図

28 播州姫路之城図

29 嶋原之城図

30 陸奥南部之城図

31 信州飯山之城図

32 信州諏訪両嶋城図

33 ニ州岡崎城図

34 越後両国城図

35 三州西尾城之図

36 淀城之図

37 尾州名護屋城図

38 越前福井城図

39 信州松本城図

40 越後長岡之城図

41 甲州城図

42 越後春日山城図

43 越中富山城図

44 奥州会津若松之城図

45 同棚倉之城図

46 上州厩橋之城図

47 奥州岩沼之城図

48 出羽上之山之城図

49 下総関宿之城図
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区 分 合点 表 題 所蔵先・請求記号 年代 西暦 法量(咽)

50 大坂御城之図

51 江州彦根之城図

52 和州郡山之城図

53 常陸国水戸之城図

54 阿波国徳鴫之城図

55 安土城図

56 水口城之図

57 仙台之城図

58 下野壬生城井町中図

59 奥州二本松之城図

60 信州小諸城之図

61 白石之城図

62 城築規範

63 異ニ入国絵)図(国絵図包ノ内 朝鮮園地図

64 私領絵図 津軽郡之絵図 青森県立郷土館 貞享21685 393X488 

65 御領分御絵図入

66 O 御郡中絵図入 TK290.3-3 360X433 

67 O 陸奥田津軽郡之図

68 御領分御絵図

69 弘前城惣絵図 O 弘前御城御絵図

70 弘前御本城之図

71 奥州津軽郡弘前城図

72 O 御用之物

73 O 弘前御城之図 M8 144X 175 

74 O 御城之図

75 御図本丸・二・三・四ノ御郭御絵 M6 延宝41706 356X272 

76 O 御本丸・二・三・四ノ御郭之図 M7 143 X 169 

77 奥州津軽郡弘前城図

78 O 弘前御城図

79 津軽弘前城絵図

80 O 弘前城絵図

81 御図

82 弘前御本城之図

83 O 津軽郡弘前城之図

84 O 弘前御城屋敷割之図 TK203-5 181 X 124 

85 
前弘前中所中侍々屋絵敷図包之絵ノ図内)(弘

四人之屋敷絵図 TK203-41、42、
43、44

86 棟方十左衛門屋敷図 TK203-40 

87 森助屋岡敷主膳図 ・北村源八・木村杢之 TK203-39 

88 北村源八家之図・屋敷地形之図 TK203-38 (TK527 
-4、5、6)

89 絵弘前図包惣絵ノ図内)(弘前中所々 弘前御城下町割・屋敷割

90 弘中前中寺社図包之絵ノ図内 (弘前 神明宮御絵図 M1か 337X 135 

所々絵)

91 長勝寺・耕春院惣構之図 TK185-29 91 x91、
49X 132 

92 長勝寺之絵図

93 報恩寺之絵図 TK185-30 56X39 
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区 分 合点 表 頼 所旗先場隷求記号 年代 西暦 法量{咽)

94 弘中所前々中絵町農霞之怨絵ノ劉内)(弘前 親方街蜂屋敷之絵鴎 TK203叩 30、31、32

95 領中分惣絵中所図旬々之ノ絵内〉国 {領分 背嚢図

96 れいし之御絵醤 TK474-1、2、3

97 献上撤取場之絵図 TK203-36 119X61 

98 得絵国

99 府内坂北之姦御絵図 TK290.3-24 145X 190 

100 
鎖{領分分中中白惣銀総山臨壌包之ノ絵内〉図

絵図 告0TK290.3-54 誕宝41706 
す哀290.3-49

101 御金山書付総額

102 碇関山境立絵図

103 領中分惣絵中金図包UJ之ノ絵内〉摺 (領分 毘太樽町麓敷御絵図 TK569-11 延宝51707 64X97 

104 御金山寒沢御絵関

105 鍛銅山御絵弱 M74 経窓41706 152X 168 

106 議事金山町割御絵鵠

107 海金UJ御絵悶

108 是太参事UJ櫛絵詞 M75 

109 尾太御山之錦絵図入

110 御銀山所々縄入用之智、強阻 TK569サ0 延窓41706 40X45 

111 
額(領分分中中新懇田絵場図所位之ノ絵内)醤 鏑関駿森より水道場賞新部場之絵

112 広饗御新聞所之臨入 M49 257X 166 

113 候広須堰毎餌深晃懸分壊ノJ岩絵木図川より普誇設 M47かM48

114 須脊藤之御婚指絵構臨内・照文者櫛門名付

115 金フド新聞之図

116 領中分惣絵中古関寺包守之ノ諮内問}(領分 今本期陣家・黒之崎菌 ・三馬康之絵図井御 TK290.3吋 33

117 十三絵国 T泣 90.3-34 53X59 

118 深浦之御絵鵠 TK290.3-35 28X81 

119 鯵ヶ沢之御絵図

120 青森錦絵図 TK290.3-30 74X 130 

121 illJ紙調絵関

122 領絵分留包中惣ノ絵内関)〈額分中惣 儀ヶ関積書奇道関 M45 378X212 

123 問御屋敷構之関 M45 

124 間新IBT地容l M45 

125 長勝寺五議之絵図 TK290.3-23 

126 碇関灘立絵盟 TK290.3吋 32 43X40 

127 かりは沢之絵露 TK290.3叩 44

128 木作御絵図 TK290.3叩 15カミ

129 i接近筋絵図ニ枚 TK290.3-31 24X34 

130 弘前井近郷之御絵図 背森県立郷土館 興事21685 386X365 

131 三見角分出ノ縄関菓農場より山崎迄崎筋 話57 元禄41691 188 x 292 

132 御悶 M15か

133 あじゃら山之国 Tk290‘3-39ゑミ

134 農若錦絵国 TK290.3叫 40 76X 154 

135 縄国中道程之図井帳目録

- 54 -



区 分 l合点 表 題

136 平内積絵図

137 O 御閤上野御絵図

138 臨路絵図(御絵図包ノ内) 従南部城下所々江之道筋悶

139 従杭戸典a期津軽迄道筋岡

140 東機道梅緯風下絵

141 下議事絵国之分 滋韓

11442 3 
野桜

議事額分樽絵密

144 弘前外近郷之御絵毘

145 御郭御絵図

146 御絵図

147 嶋給関{御絵図包ノ内) 松前二之給図

148 蝦夷之図

149 狭間

150 富ノ戦内場〉之絵図{古戦場包 関ヶ原御棒之図

151 
事需図152 

153 
信合・州信戦川州之中嶋・信合戦州場海之合戦図野平・上合州戦厩之繍図

披函ヶ馬 之悶

154 大概御合戦之図

155 関府台合戦之図

156 省ノ戦内接}攻之絵図 (宕同包 給蕪舟関柴崎へ入津語大名披相諾候

11111566551 引剖引0舟路絵図{御絵図包ノ内)

経諮思原核攻絵密

摂縄大抜鍔域

大坂接攻詔

初関舟路悶武

初悶舟路絵悶

162 

163 

164 

165 

166 

167 

168 

169 

170 

171 

172 

173 

174 

陣内取)な絵図(古戦場包ノ 人数六千余陣臆割図

出熊組七百二十軒相陣取之国

調議敷地鱗

O ヌド恋鐸獲敷之思

O 間新御盤敷之御間関之国

江戸所々麓敷之絵留 椀原御盤敷御近所之絵図

神間御臆敷御近所之御絵図

新御殿敷辻番之図

御.坪棋臆数敷御用地之残絵図井関数

江戸梯原御箆敷井御仮家之図

神田御麓敷地響i

開講時議事難敷之密

O 新得難敷分開之菌

rTKJおよび rMJ 弘前市立問書館蔵津軽家文書

f悶史津国文学研究資料館史料館臓樟轄家文書
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所蔵先・請求記号 年代 間勝 法掻{咽)

酪史誇 2241

滋史捧 1693

関史捧 2173 144X72 

国5在籍 2175

悶史津 2170 253X 186 

間史津 2172 168X 116 

謡史籍 2171 252X 188 

間史捧 2169 110X90 

闇史津 2176 80X84 

国史捧 2177 220X 132 

題史隷 2222、2223 98X 186、
140X276 

国史津 2262

国史沸 2267

国史津 2247

関史津 22側か

国史隷 2301

国史諜 2226

謹史津 2227

盟史樟 2276

幽幽幽幽幽


